
特
殊
神
事

お
お
し

め
鉦
わ
は
り
し
ん

じ

大
注
連
縄
張
神
事
（
五
月
五
日
・
九
月
五
日
・
十
一
一
月
中
旬
土
日
）

夫
婦
岩
に
張
ら
牧
て
い
る
大
注
連
蝿
は
、
古
式
に
よ
っ
て
調
製
さ
牧
る
も
の

で
、
一
本
が
長
さ
三
十
五
ｍ
、
男
岩
に
十
六
ｍ
、
女
岩
に
十
ｍ
巻
か
枚
、
計

五
本
張
り
渡
さ
放
て
お
り
ま
す
。

神
事
は
、
五
月
・
九
月
・
十
一
一
月
の
年
三
回
行
わ
れ
、
｜
一
見
太
鼓
や
木
遣
り

歌
の
響
く
中
、
揃
い
の
法
被
の
氏
子
青
年
ら
に
よ
り
、
張
り
替
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

王
な
る
祭
典

一
月

一

日
歳

旦
祭

一月
十
四
日

識
薙
諦
群
例
祭
（
湯
立
神
事
）

’
一
月

節
分

節
分

祭

一
一
月

十
七

日
析

年
祭

五
月

五
日一大注連縄張神事

九
月

五
日

十
一
一
月
中
旬
土
日
曜
日

陰
暦
五
月
十
五
日

鞠
謬
社
例
祭
（
郷
中
施
）

六
月

夏
至

夏
至

祭

六
月

三
十

日
大

祓
式

七
月

十
四

日
宵

宮
祭

七
月

十
五

日
例

祭

十
一
月

二
十
三
日

新
嘗

祭

十
一
一
月

三
十
一
日

大
祓

式

他
に
国
の
祝
日
等
の
祭
典

藻
刈
神
事
（
五
月
一
一
十
一
日
）

清
め
の
お
守
・
祓
い
の
具
に
用
い
る
「
無
垢
塩
草
」
の
藻
を
刈
り
採
る
神
事
。

興
玉
神
石
の
岩
上
に
て
、
榊
・
幟
を
立
て
注
連
蝿
を
張
り
巡
ら
せ
た
御
船
に

神
職
が
奉
仕
し
て
藻
を
刈
り
採
り
ま
す
。

そ
の
後
、
刈
り
採
っ
た
藻
草
を
天
日
で
乾
か
し
「
無
垢
塩
草
」
を
奉
製
し
ま
す
。

夏
至
祭
と
櫟
（
夏
至
の
日
）

古
く
か
ら
櫟
場
と
知
ら
坂
る
一
一
見
浦
で
、
日
の
大
神
の
御
神
威
が
最
も
溢
牧

ど
じ
巾
う
ぜ

御
中
施
（
旧
暦
五
月
十
五
日

境
内
社

龍
宮
社
例
祭
）

寛
政
年
間
、
氏
子
内
江
地
区
の
大
部
分
が
流
出
す
る
水
害
の
後
、
郷
中
が
施

し
合
っ
て
、
立
ち
直
っ
た
こ
と
か
ら
、
椛
牲
者
の
供
巻
と
一
一
度
と
災
害
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
と
の
祈
り
を
込
め
、
氏
子
ら
が
海
に
捧
げ
物
を
し
て
参
拝

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

湯
立
神
事
（
一
月
十
四
日

飛
地
境
内
社

栄
野
神
社
例
祭
）

煮
立
て
た
湯
釜
に
熊
笹
を
浸
し
、
参
列
者
ら
の
頭
上
を
お
祓
い
し
ま
す
。

こ
の
湯
玉
を
浴
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
年
間
、
曇
病
息
災
で
過
ご
す
こ
と
が

出
来
る
と
伝
え
ら
放
て
い
ま
す
。

又
、
参
列
者
は
そ
の
熊
笹
を
受
け
、
神
が
宿
る
御
幣
と
し
て
、
一
年
間
、

神
棚
に
お
供
え
致
し
て
お
り
ま
す
。

る
夏
至
の
暁
に
夏
至
祭
を
斎
行
し
、
日
の
出
と
共
に
夫
婦
岩
前
で
櫟
を
行
い

ま
す
。

又
、
三
月
か
ら
十
月
ま
で
の
間
（
第
三
土
曜
日
と
翌
日
曜
日
）
、
鎮
魂
・
模

の
修
法
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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龍
宮

夫
婦

岩
男
岩
は
高
さ
九
ｍ
、
女
岩
は
高
さ
四
ｍ
で
、
日
の
大
神
及
び
沖
合
に

鎮
む
猿
田
彦
大
神
縁
り
の
興
玉
神
石
を
遥
拝
す
る
鳥
居
の
役
目
を
し
て

お
り
ま
す
。

夫
婦
岩
の
問
か
ら
は
、
五
・
六
・
七
月
頃
は
朝
日
が
美
し
く
、
特
に
夏

至
の
前
後
一
週
間
、
澄
ん
だ
日
に
は
霊
峰
。
富
士
の
背
か
ら
昇
る
朝
日

を
拝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
．

ま
た
秋
か
ら
冬
の
項
は
、
月
の
出
が
幻
想
的
で
、
夫
婦
岩
の
間
よ
り
昇

る
満
月
を
拝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

む
く
Ｌ
協
は
ら
い

浜
参

宮
（
無
垢
塩
祓
）
｜
一
見
浦
一
帯
は
、
古
く
か
ら
樮
浜
と
も
い
い
、
お
伊

勢
参
り
を
控
え
た
人
々
が
汐
水
を
浴
び
、
心
身
を
清
め
模
祓
い
を
さ
牧

た
櫻
場
で
あ
り
ま
し
た
。
浜
参
宮
は
清
き
渚
と
称
え
ら
牧
る
喫
浜
に

参
宮
す
る
こ
と
で
あ
り
、
心
身
を
清
め
て
か
ら
、
外
宮
・
内
宮
へ
参
拝

す
る
の
が
古
来
か
ら
の
習
わ
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
で
は
模
に

代
わ
る
お
祓
い
「
無
垢
塩
祓
」
を
受
け
る
こ
と
を
浜
参
宮
と
し
て
お
り

ま
す
。

天
の
岩
屋

当
社
の
天
の
岩
屋
は
、
日
の
大
神
が
お
隠
牧
に
な
っ
た
天
の
岩
屋
と

伝
え
ら
叙
て
お
り
ま
す
。
か
っ
て
は
石
神
と
も
申
さ
れ
る
宇
迦
御
魂
大

神
を
お
祀
り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
本
殿
に
合
祀
し
て
お
り
ま
す
。

太
陽
が
岩
屋
の
奥
深
く
沈
ん
で
行
く
こ
と
か
ら
、
岩
屋
伝
説
が
伝
え
ら

れ
て
お
り
ま
す
．

二

見 御
神

徳

は
じ
め
に

古

と
、

叙
る

の
山

蛙
御
祭
神
・
猿
田
彦
大
神
は
、
天
孫
降
臨
の
際
に
道
案
内
さ
牧
た
こ
と

か
ら
、
古
来
よ
り
交
通
安
全
、
善
導
の
守
護
神
と
し
て
広
く
信
仰
さ
放

て
お
り
ま
す
。
蛙
は
大
神
の
御
使
い
と
信
じ
ら
牧
、
境
内
の
置
物
は
、

無
事
か
え
る
、
貸
し
た
も
の
が
か
え
る
、
若
が
え
る
等
の
御
利
益
を
受

け
ら
教
た
、
万
々
の
献
納
で
あ
り
ま
す
。
�

稚
御
祭
神
・
綿
津
見
大
神

境
内
社
と
し
て
祀
ら
れ
、
海
の
守
護
を
さ
牧
る
草
い
神
様
で
あ
り
ま
す
。

毎
年
、
旧
暦
五
月
十
五
日
の
例
祭
に
合
わ
せ
て
郷
中
施
（
ご
じ
ゅ
う
せ
）

神
事
を
斎
行
し
て
お
り
ま
す
。

御
祭
神導
き
甦
ら
せ
る
御
神
威
に

中
の
邪
悪
を
祓
い

穀
類
を
司
る
神
、

神
厳
さ
は
筆
舌
に
尽
し
難
ｊ

え
ら
牧
る
天
照
大
神
の
街

放
て
お
り
ま
す
。

枚
ま
す
こ
と
を
お
祈
‐
り
申

厄
災
を
除
く
福
寿
の
神
と

の
神
と
し
て
開
運
招
一

猿
田
彦
大
神
は
、

類 字
を 迦

司 御
る 魂

神 大
、 神
又 は

、 、

衣 か

ま
た
土

か
鷺
か
《
わ

天
孫

福
。

’
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見
涛
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蔚

「
日
の
大
神
」

石
と
伝
え
ら

渚
よ
り
富
士

日
を
拝
す
る
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